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研究成果の概要（和文）：本研究では、血液中を循環しているエクソソームから、筋骨格系組織由来のエクソソ
ームを単離する技術の開発を進めた。また、臓器間の情報伝達因子として作用が注目されている非コードRNA
（ncRNA）に着目し、メカニカルストレスや重力の変化に伴って血液中への分泌が変動するncRNAを同定するとと
もに、同定したncRNAが他臓器の機能低下に与える影響を検討した。さらに、宇宙航空研究開発機構（JAXA）と
共同で、宇宙微小重力環境で飼育されたマウスの血液中ncRNAの網羅的発現解析を実施することを計画してお
り、宇宙実験に向けた一連の予備的検討を進めた。

研究成果の概要（英文）：In this study, we proceeded with the development of isolation method of 
musculoskeletal tissue-derived exosomes circulating in blood. In addition, we focused on non-coding 
RNA (ncRNA), which is known as a signal transduction factor between organs, and identified several 
ncRNAs whose expression in blood fluctuates with changes in mechanical stress or gravity. We also 
investigated the effect of identified ncRNAs on the functional decline of other organs. Furthermore,
 in collaboration with the Japan Aerospace Exploration Agency (JAXA), we plan to carry out a 
comprehensive expression analysis of ncRNA in the blood of mice bred in space microgravity 
environment, and various preliminary preparations were performed for space experiments.

研究分野： 整形外科
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
寝たきりや加齢による筋骨格系の機能低下（骨密度低下、筋力低下）は、個体全体の機能低下を引き起こすた
め、社会的にも医学的にも大きな問題となっている。本研究にて同定したメカニカルストレス応答ncRNAは、個
体の機能低下を予測する新規バイオマーカーとなる可能性を秘めており、また、このncRNAを標的とすること
で、新たな抗加齢治療薬の開発も期待できる。筋骨格系ならびに個体の機能低下を抑制することができれば、国
民の健康寿命は飛躍的に延伸し、一方で医療費・介護費の抑制が期待できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
日本では超高齢化社会の到来とともに、骨粗鬆症やサルコペニアといった筋骨格系の加齢性

疾患を有する高齢者は急増しており、骨折や寝たきりの主な原因となっている。また、身体活動
が制限された患者は、認知症や心血管障害などの二次的な加齢性疾患を併発することも多く、健
康寿命の延伸は社会的にも医療経済的にも喫緊の課題となっている。 
 近年、「臓器連関」などの名称で示されるように、臓器間の機能連関、相互作用による新たな
生体の恒常性維持機構が注目されている。これまでは臓器間の情報伝達因子として、神経やホル
モンに着目した研究が主流であったが、最近は ncRNA を含むエクソソームが臓器間を移動して
いることが明らかになり、新規臓器間情報伝達因子としてのエクソソームの生理作用が大きく
注目されている。実は骨や筋肉も、内分泌臓器として全身の臓器の代謝を調節している可能性が
示唆されているが、寝たきりや加齢による筋骨格系の機能低下が全身の加齢性疾患の発症を誘
導するメカニズムはよくわかっていない。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究では、臓器間ネットワークおよびエクソソームという２つの重要な視点に着目し、マウ

スの血液中から筋骨格系由来エクソソームを単離する技術の開発を進めるとともに、筋骨格系
の機能低下を契機として他臓器の機能低下を誘導しうる分泌型 ncRNA（エクソソームに包まれる
形で循環するノンコーディング RNA）を同定し、その生理作用も検討する。 
また、研究代表者らは、宇宙航空研究開発機構（JAXA）の平成 29 年度「きぼう」利用フィジ

ビリティスタディテーマ募集「国の戦略的研究募集区分」に採択されている。宇宙微小重力環境
では地上の高齢者に起こるような機能低下を、地上の数倍～数十倍もの速度で再現できること
が知られている（FASEB J 2013、Sci Rep 2017 など）。そこで本研究では、宇宙微小重力環境で
飼育されたマウスの血中 ncRNA の網羅的発現解析も実施し、究極の非荷重状態において血液中
への分泌が変動する ncRNA の同定も目指す。 
 
 
３．研究の方法 
 
まず、生体血液中を循環する無数のエクソソームから、筋骨格系組織由来エクソソームを単

離・抽出する技術開発を目指す。続いて、臓器間の情報伝達因子として作用する ncRNA に着目
し、「筋骨格系の機能低下に伴って血液中への分泌が変動する ncRNA が他臓器の機能低下を誘導
する」という仮説のもと、メカニカルストレスの増減に伴って変動する ncRNA の同定と、同定し
た ncRNA が他臓器の機能低下に与える影響の解明を目指す。さらに、宇宙航空研究開発機構（JAXA）
と共同で、究極の非荷重状態である宇宙微小重力空間で飼育されたマウスの血中 ncRNA 解析を
世界に先駆けて実施する予定であり、宇宙実験に向けた準備も進めていく。 
 
 
４．研究成果 
 
１）筋骨格系由来のエクソソームを単離する技術の開発 
 
複数の筋骨格系細胞株を大量培養し、その培養上清から超遠心法にてエクソソームを単離し

た。単離したエクソソームの表面抗原解析を行い、筋骨格系細胞由来エクソソームに特異的な表
面抗原の候補を明らかにした。現在、同定した特異的表面抗原に対する抗体を用い、血液中から
筋骨格系由来エクソソームを単離する技術の確立を進めている。 
 
２）メカニカルストレスや重力の変化に伴って変動する血液中 ncRNA の同定 
 
尾部懸垂後肢免荷マウス（尾部懸垂にて後肢へのメカニカルストレスを減少させ、後肢の骨

量・筋量を低下させたマウス）および人工過重力環境飼育マウス（人工過重力環境飼育装置を用
いて 2Gおよび 3Gの重力を負荷したマウス）より血液を採取した。血液中のエクソソームを単離
し、ncRNA の網羅的発現解析を実施することで、メカニカルストレスや重力の変化に伴って変動
する ncRNA を複数同定した。 
また、宇宙航空研究開発機構（JAXA）と共同で、宇宙微小重力環境飼育マウスからの血液採取

と血液中 ncRNA の網羅的発現解析を実施することを計画しており、宇宙実験に向けた一連の予
備的検討を進めた。なお、マウスの宇宙ステーション「きぼう」への打ち上げは、2021 年 12 月
頃に実現する見込みである。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

尾部懸垂後肢免荷マウス      人工過重力環境飼育装置 
 
 
３）同定した ncRNA が他臓器の機能低下を誘導するメカニズムの解明 
 
 Web でアクセス可能なデータベース等を利用して、同定した複数の ncRNA の標的遺伝子および
他臓器に対する生理作用を検討した。本研究では、筋骨格系の機能低下による二次的な加齢性疾
患の発症に主眼をおいているため、特に脳機能および心血管に影響を与えうる ncRNA にフォー
カスした。さらに、同定した ncRNA による標的臓器の機能低下のメカニズムを in vitro 実験を
通して検討した。 
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